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▲　最優秀賞　『 フォルム 』　阿南光高校　吉　田　希　帆

▲　特 選　『 心で繋ぐ 』　徳島北高校　西　川　晴　琉



▲　特 選　『 形勢逆転 』　阿南光高校　曽　根　千　寛

▲　準特選　『 静　寂 』
 徳島科学技術高校　吉　田　　　伯

▲　準特選　『 ブラボー 』　　　　
　　　　　阿南光高校　高　木　晴　菜



▲　準特選　『 ＰＯＷＥＲ 』　
 　徳島市立高校　野　口　　　凌

▲　準特選　『 ゴールを目指して 』
 　徳島科学技術高校　仁　木　悠　喜

▲　準特選　『 電光石火 』
 　阿南光高校　阿　部　美　羽



あ　い　さ　つ

　　徳 島 県 高 等 学 校 体 育 連 盟　　

　会　長　  金　本　賢　治　　

─１─

　高体連の会員の皆様には、高校生の競技力向上や人材育成にご尽力いただき、心より感謝申し上げます。また、本

連盟の諸事業に、深いご理解とご協力をいただき重ねてお礼を申し上げます。

　さて、今年は、「轟かせ魂の鼓動北の大地へ大空へ」の大会スローガンのもと、北の大地、北海道において、令和

５年度全国高等学校総合体育大会「翔飛び立て若き翼　北海道総体２０２３」が、７月２２日から８月２１日の日程で開催

されました。

　７月２２日の総合開会式は「北海道きたえーる」で行われ、本県から男子ソフトテニスで出場される、つるぎ高校の

選手の皆さんに徳島県選手団としてご参加いただきました。総合開会式では、開会を宣言する厳かな式典と、北海道

内の高校生によるおもてなしの演技で構成され、ポップミュージックとダンスとを交えた華やかな演出に、会場は熱

狂と興奮に包まれました。インターハイは競技の場であることはもちろんのこと、生徒相互の親睦の場でもあります。

開会式に参加した選手は、北海道の高校生からおもてなしの心を受け取ることができたと思います。

　インターハイ関係の成績については、登山・女子で池田高校が６位、バスケットボール・女子で富岡東高校がベス

ト８進出を果たす大健闘を見せてくれました。個人でも、ウエイトリフティング競技男子８１㎏級トータルで、鳴門渦

潮高校の月岡志道選手が２位になるなど、団体で２種目、個人で７名が入賞を果たしました。また、広島県で開催さ

れた第６１回全国高等学校ライフル射撃競技選手権大会では、ビームライフル女子団体で城北高校が２位、ビームライ

フル男子団体で小松島高校が３位、エアライフル女子団体で城北高校が４位、エアライフル男子団体で小松島西勝浦

校が５位入賞を果たしました。個人でも女子10ｍエアライフル立射４０発競技で城南高校の泰地陽詩選手、女子ビーム

ライフル立射４０発競技で小松島高校の郡夢衣選手がともに優勝するなど、３名が入賞を果たしました。入賞された皆

さんには、心よりお祝いを申し上げますとともに、平素ご指導をされている先生方にお礼を申し上げる次第です。

　スポーツは単なる競技だけではなく、協調性や忍耐力、計画性や創造性などの「非認知能力」を育む重要な場でも

あります。部活動を通じて、生徒たちがこれらの能力を磨くことは、彼らの将来においても大いに役立つものと考え

ます。こうした、スポーツを通した人との相互作用によって人間性を陶冶し、豊かな人生に繋がることを願っており

ます。

　また、スポーツ界における公平性と倫理に関する意識も高まってきています。フェアプレーとスポーツマンシップ

は、スポーツ文化の基盤です。私たちは、生徒たちがスポーツを通して成長し充実した学校生活を送ることができる

よう、教育機関と連携して制度や倫理の向上を含めたスポーツ環境の整備に、今後も取り組んでいきたいと考えてい

ます。

　最後に、県教育委員会や県スポーツ振興課をはじめ、関係機関と会員の皆さんには、引き続き高校生のスポーツ活

動にご支援を賜りますよう、お願い申し上げますとともに、原稿をお寄せいただいた皆さんに心からお礼を申し上げ、

高体連誌刊行のごあいさつとさせていただきます。



─２─

　徳島県高等学校体育連盟会員の皆様には運動部活動をはじめ、本県高等学校における体育・スポーツ振興の推進役

として、各競技会や研究活動の普及と発展のために御尽力をいただいておりますことに、敬意を表しますとともに深

く感謝申し上げます。

　さて、令和５年度の高等学校競技スポーツを振り返ってみますと、全国高等学校総合体育大会（翔び立て若き翼北

海道総体２０２３）において、団体では池田高校が登山女子で６位入賞、富岡東高校女子バスケットボール部がベスト８

となりました。個人でも、陸上競技、ウエイトリフティング、柔道で１０種目の入賞を果たし、徳島県代表として全国

総体の舞台で強豪を相手に堂々とした戦いぶりを見せていただきました。

　また、同時期に開催されました全国高等学校ライフル射撃選手権大会では、団体ビームライフル立射で城北高校女

子が２位、小松島高校男子が３位、団体エアライフル立射で小松島西勝浦校男子が５位、城北高校女子が４位、個人

でも女子ビームライフル立射で優勝、女子エアライフル立射で優勝、女子ビームライフル立射で４位入賞を果たし、

３種目の入賞となりました。

　これらの成果は、生徒の皆さんの努力はもちろんですが、コロナ禍により、思い描いた選手強化ができないなど、

様々な課題と直面する中、毎日の練習の中で生徒の才能を磨き、チームワークを高め、全国の舞台で最高のパフォー

マンスを引き出した指導者の皆様の熱心な取組みの賜であります。携わっていただいた全ての関係者の皆様に対しま

して深く敬意を申し上げるとともに、今後も一層の御指導・御協力をお願い申し上げます。

　一方、学校教育では、平成３０年告示の新学習指導要領が令和４年度入学生から年次進行により適用されており、令

和６年度には全ての学年において適用されることになります。保健体育科の目標においては、「体育や保健の見方・

考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、心と体を一体として捉え、生涯

にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力を育成することを目指す」と

しています。スポーツは、世界共通の人類の文化であり、人生をより豊かに、充実したものにするとともに、人格形

成、体力向上や健康長寿の礎にもなります。「健やかな体」を育成し、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続

することができる資質や能力を育てるために、学校教育活動全体において、体育・健康に関する指導を充実させ、全

ての生徒の体力向上と健康増進を図る取り組みをお願いいたします。

　また、スポーツは競技者だけのものではありません。「する・見る・支える・知る」等の多様な関わり方を理解し、

スポーツを人生の一部として楽しむ、その基礎を高校生活において身につけてもらいたいと思います。各学校におか

れましては、保健体育の授業や運動部活動等をはじめとする、あらゆる学校教育活動の機会を通して、創意工夫に富

んだ取り組みを進めていただきたいと思っております。

　結びとなりますが、徳島県高体連会員の皆様には、本県の未来を支える高校生の心身ともに調和のとれた健全な発

達と、高校スポーツの充実・振興のため、一層の御支援・御協力をお願いいたします。

　徳島県高体連の今後益々の御発展を祈念申し上げまして、高体連誌発刊に寄せる言葉といたします。

高体連誌発刊によせて

徳島県教育委員会体育健康安全課　　

　課　長　  鳴　川　幸　恵　　
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